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社会学的類型構成の計量的方法

－クラスター分析とその応用一

AQuantitativeApproachto“Type-Construction，，inSociology

-Teclmiquesof“ClusterAnalysis，，andtheirApplication-

井 関利明
ToshiakiIzeki

堀内四郎
ShiroHoriuchi

して，本節では，まず「類型」の方法論的性格を考察

し，さらに，「類型」の分析用具としての有用性につい

て論ずることにしたい。

ここでは，マキニーの著名な定義を出発点として，

｢類型」の方法論的性格に考察を加えてみよう。彼によ

れば，「類型」とは，「一組の規準を，意図的かつ計画的

に選択し，抽象し，組合わせ，かつ(時には)強調したも

のである。そしてその一組の規準は，経験的対応物をも

ち，経験的事例を比較する基礎として役に立つ｡｣のここ

でいう「規準」(criteria)は，「類型」を組立てている要

素(elements）ないし特性(characteristics）を意味し

ている。マキニーの定義に関連して，さしあたり，つぎ

の４点を確認しておくことが，必要であろう。

１）「類型」は，けっして具体的な経験的対象または

その集合を指示するものではない。それは，分析用具と

して設定された概念的榊成体(conceptualconstruct）

に他ならない。すなわち，「類型」とは，経験的対象を

分析するための，より有効な概念的装置の設定を目的と

して，さまざまな対象の複雑多様な諸特性のなかから，

－組の特性を選択し，ｊ１１１象し，強調し，組合わせること

によって，織成されるものである。したがって，分析

的な概念のレベルと，拠作的で観察可能なレペルとを分

けて考える場合に，それは，基本的には，前者のレベル

に位置づけられることになる。

２）しかし，「類型」を有効な分析用具にするために

は，なんらかの操作化(operationalization)の手続きが

必要である。すなわち，「類型」を組立てている諸特性

の測定手続きを明示することによって，操作的で観察可

１．類型の方法論的性格と有用性

「類型」は，さまざまな学問領域で使用されてきた伝

統的な分析用具の一つである。とくに社会学の分野にお

いては，「類型」は，有川な概念|杓装I蔵として，データ

の選択，記述，比較，説明などのために，積極的に活用

されてきた。リースマソの「伝統志向型」「内部志向型」

｢他人志向型｣，ウェーバー（Ｍ・Weber)の「伝統的支

配」「カリスマ的支配」「依法的支配｣，テソニース（F・

T6nnies)の「ゲマインシャフト」と「ゲゼルシャフト」

などは，その好例であろう。

しかし，従来，「類型構成」とその利用は，必ずしも

方法論的基礎づけの明確でないままに，多数の社会学者

によって，行われてきたように思われる。これに対し

て，近年においては，科学方法論の研究者達によって，

｢類型」に関する旧来の誤解・誤用が指摘され，「類型」

の方法論的性格を明確化する作業が，積み重ねられてき

ている。このような一連の研究において成果をおさめた

学者として，ペッカー（Ｈ・Becker)､，ラザスフエルト

(P・ELazarsfeld)2)，ヘソペル（C・GHempel)3)，マ

キニー（J・OMcKinney)4)などの名前をあげることが

できよう。

「類型」が，その方法論的蕊礎づけの陵味なままに，

用いられることの多かった理由の一つは，従来，「類型

構成」の標準化された手続きを明示することが，きわめ

て稀だったことに求められるであろう。本論文の狙い

は，社会学における「類型樵成」の，標準化された手続

きの一例を示すことにある。そのための基礎的な作業と
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点に関しては↑さまざまな角度から検討することができ

るが，ここでは，以下の４点を指摘しておきたい。

１）「類型」は，データ選択の方向を示唆するという

意味で，索'1ⅡM1ili値（heuristicvalue）を持つ。研究者

は，経験的対象を「類型」と比較することによって，特

定化された分析視点に立って，対象を識別することがで

きる。したがって，「類型」は，分析の目的に沿って

事実を選択し，その相対的重要度を決定する作業におい

て，きわめて有効な用具になりうるものである，

２）説明および予測との関連においても，「類型」は

役に立つ。「任意の対象釘に関して，類型／にたいする

征の近似性が高いほど，、cが特性ｃを示す確率も高い。

(ただし特性ｃは，類型／を組立てている諸特性のなか

には，含まれていないものとする)」という命題Ｐが成

立している場合には，ｚにきわめて近似している特定の

対象αに関して，説明または予測を行うことが可能で

ある。すなわち，αが特性ｃを示すことが判明してい

るならば，命題Ｐに基づいて，それを説明することが

できる。また，αが特性ｃを示すか否かが明らかでな

い場合には，命題Ｐに基づけば，それを予測することが

できるわけである。

上述したような命題Ｐが成立する場合としては，つ

ぎの２通りが考えられる.ｉ）「もし鯵がtならば，〃

は特性ｃを示す」という命題Ｑが，演緤的に推論さ

れる場合には，命題Ｑに依拠して，命題Ｐが説明また

は予測のために利用される。経済学における「ホモ・エ

コノミクス」の人間像や，化学における「理想気体」

など）理念化（idealization）によって構成された類型

は，概してこのような性格を持っている。ｉｉ）類型/を

組立てている諸特性と，特性ｃの間の関連が強いこと

が，相関係数の計算などによって，経験的に検証されて

いる場合にもⅢ命題Ｐを利用することができる。パー

スナリティの類型論に基づいて，特定個人の行動を説明

または予測するという事例は，これに該当する。

３）「類型」の使用は，思考を効率化する。「類型」は

諸特性の複合体であるが，複数の特性の組合せの数は，

分析のために採用される変数の増加によって，幾何級数

的に大きくなるものである｡一例として，ダミー変数形

式（０－１形式）の変数が，６個採用される場合を想定

してふよう。組合せの数は，２６＝６４個にもなる。しか

し，６４個のなかから，一定の分析視点に立って，とく

に重要度の高い数個の組合せを「類型」として選定し，

残りの組合せを「類型」からの「偏差」（deviation）と

解釈することによって，思考の効率化を図ることができ
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能なしベルにおいて，ｌｊﾘnできるようにしなければなら

ない。これによって，多数の経験|'|〔Ｊ対象を「ililuil1」と｣上

較し，それぞれが，いかなる側而で，どの程度まで「顛

型」と異なっているのかを測定することが可能になる。

マキニーのいう「経験的対応物（empiricalreferents）

をもち，経験的事例を比較する基礎として役に立つ一組

の規準」とは，以上の意味での「測定手続きの明示され

た諸特･性」を指示するものであって，彼はけっして，

｢類型」と１対１で対応するような具体的対象を，見出

すように要求しているわけではない．

３）「類型」は，一般に複数の諸特性の複合体である。

しかし，稀には，「類型」が単一の特性によって構成さ

れることもある。「内向的性格」と「外向的性格」のよ

うに，一次元的連続体上の両極を表わす場合が，それで

ある。このような「類型」は，‘polartypes，とⅡ平ばれ

る。だが，－次元的連続体が，相互に関連の強い，いく

つかの変数の合成されたものとして解釈されるならば，

polartypesも，やはり複数の諸特性の複合体として，

表現されることになる。社会学の領域では，テソニース

の「ゲマイソシャフト」と「ゲゼルシャフト」や，スペ

ンサー(ILSpencer)の「軍事型社会」と「産業型社会」

の例にみられるように，複合的性格のpolartypesが

多い。

４）「類型」を「分類概念」や「平均」と混同しては

ならない6)。まず，「類型」は，「分類概念」とは異なっ

た性格を有している。「分類概念」は，特定の対象をあ

るクラスに所属させる概念である。任意の対象とあるク

ラスとの関係は，つぎの２通りしかない。すなわち，対

象がそのクラスに属しているか，または属していないか

のどちからである。特定の対象が，なんらかの「類型」

に正確に該当すること（すなわち，典型的事例）は，稀

であろう。経験的対象は，ある「類型」について，き

わめて近似しているとか，あまり近似していないとか，

または，ある側面では該当しているが，他の側面では該

当していない，などと判定されるわけである。

また，「類型」は，必ずしも平均的な対象を指示する

ものでもない。むしろ，多くの場合ｗ分析用具として有

効な「類型」を構成するためには，ある側面が著しく強

調されなければならない。このようにして構成された

｢類型」は，かえって平均からの偏差のきわめて大きな

ものとして，表現されることになる。

「類型」の方法論的性格に関しては，以上の４点を確

認しておくにとどめたい。つぎに，分析川具としての

｢類型」の有用性に，焦点を当てることにしよう。この
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るわけである。

４）「顛型」は，分りｉｎ体系を枇築する場合に，役立つ

ことがある。分類は，特定のlllmiに|Ｈして，複数の対象

を観察または測定し、共通な僻性の発見された対象を，

同一のクラスに所属させる作業である。しかし，一つの

クラスと他のクラスとの境界をU1Wilfに規定することが容

易な場合もあれば，困雌な場合もある。例をあげれば，

性別年令，学歴，所得水準などの人｢1学的要因に関し

ては，クラス間の境界は明瞭である。特定の人間が「３０

代」のクラスに所属するか否かは，彼の誕生ロを知って

いれば，簡単に判定できる。ところが，パースナリテ

ィ，ライフ・スタイル，あるいはなんらかの行動パター

ンなどをとりあげて分類を試みる場合には，その作業は

より困難なものとなり，各クラス間の境界は，暖味にな

りがちである。

このような場合には，以下のような手続きが有効であ

ろう。すなわち，まず数個の「麺型」を構成する。つぎ

に，それぞれの「類型」に対応させて，同数のクラスを

設定する。各クラスは．対応する「緬型」に近似してい

る対象の集合を，指示するものである，各クラスの境界

の明確化は、つぎのようにして可能になる。すなわち，

対.応する「類型」との近似Wliが，どの程度以上の対象を

所属させるかという基準を‘それぞれのクラスごとに，

操作的に規定するわけである。

以上に理解されるように，つまり「顛型」は有川性の

高い分析用具であり．とくに社会学においては，頻繁に

活用される重要な概念的装隠といえよう。しかし，方法

論的基礎づけの暖昧なままで，類型が使用される場合が

多かったことも，否定できない。前述したように，理由

の一つは，従来「類型櫛成」の標準化された手続きを

明示することが，きわめて稀であったことに求められる

であろう。もっとも一般的な「類型榊成法」は，「直観

的設定」であったように思われる。

これに対して，本論文では，「緬型柵成」の，一つの

標準化された手続きを提示してみたい。この手続きにお

いては，分析用具としてより有効な「類型」を織成する

ために，「クラスター分析」と呼ばれる計且分析の手法

が採用される。「クラスタ－分!＃『」は，重lnllIiI分析，〕lZll

B11分析，主成分分析などの多変ﾊﾋ解析法と比較した場

合，まだ利用の歴史の浅い手法である。とくに社会学の

領域では，これまで注ロされることが少なかった。だ

が，近年，生物学，医学，薬学などの分野で広く活用さ

れてきており計量地理学やマーケティングにおいて

も．普及しつつある手法である。社会学者は，とくに

｢類型椛成」との閲述において，この手法に注ｐすべき

であろうというのが，われわれのIZM§である。

以下においては．蛸２節で「クラスター分析」と「類

型職成」の関連を論じ，節３節で「クラスター分析」の

手法の一部を説|Hし，鮒４節で「クラスター分析」によ

る「類型構成」の珈例を紹介することにしよう。

２．類型構成とクラスター分析

「クラスター分析」の韮本的アイディアは，つぎのよ

うに要約できる。すなわち，机互に近似性の高い「も

の」同志は，できるだけ同一グループに，相互に近似性

の低い「もの」同志は，できるだけ異なるグループに所

属するように，》z個の「もの」を，沈個（郡く'2）のグ

ループに分割するということである。このグループを

「クラスター」と呼ぶのである。

以上のようなアイディアに基づいて，多数の手法が考

案されている。したがって，「クラスター分析」という

名称は、単一の手法ではなく，一群の手法を指示するも

のである。これらの手法は，大別すると，「Ｏ分析」と

「Ｖ分析」の２種類になる。クラスター化される「もの」

が，対象（objects）または1,1,1体（individuals）の場合に

は，「Ｏ分析」とlllzび，変数（variables）の場合は，「Ｖ

分析」と呼ぶ。「Ｏ分析」と「Ｖ分析」の区別は，計量

分析のきわめて基本的な性格に韮づくものである。なぜ

ならば，計壁分析のためのデータは，一般に，’2個の個

体を行にとり，の側の変数を列にとったデータ行列（〃

×'）として，与えられるからである。すなわち，「Ｏ分

析」と「Ｖ分析」の区別は，データ行列の行と列の区別

に対応しさらには主語と述語の区別に対応するものと

いえよう。「類型樅成」との関連で、直接的に問題とな

るのは「Ｏ分析」であり以下で「クラスター分析」と

いう語を(BＭ１する場介は，もっぱら「Ｏ分析」を指すこ

とにする7)。

「クラスタ一分１１１」は，すでに繰り返したように，類

型構成のための有効な手法として，利111可能である。図

１は，「クラスター分析」による類型樵成法の，一連の

手lllHを示している本節では，まず図ｌの各ステップを

簡iiiに解説し，つぎに．このような方法の利点につい

て論じてみたい。

第１ステップ……初めに，データの収集に先立って，

一定の分析視点から，戦1Wf的に亜要な変数が選定され，

その測定手続きが明示されなければならない。また，ク

ラスター分析の手法は幾通りも考案されているので，分

析の目的やデータの性格（変数の個数．変数の尺度の種
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データの選択や'経験的対象の微》'１記述，比較，説明，

予測などに利１１]する。奨際に用いることによって，；構成

された類型の，分析用兵としての有効性がテストされ

て,修正すべき点が発凡される。テストの結果は，より

有効な類型を構成するための，再度のクヲスター分析へ

(具体的には，新らたな変数と技法の選定へ）とフィー

ド・バックしていくわけである.

つぎに，以上のようなステップを踏んで行われる類型

構成法の利点を，論ずることにしたい。ここでは，とく

に直観的な類型榊成法との比較において，以下の２点を

指摘しておこう。

ｌ）クラスター分析による類型構成法は，標準化され

た手続きであるという意味において，「科学的」である。

すなわち，同一の分析視点に立ち，かつ同一の理論的公

準と概念枠組からlll発しているかぎり，以上の各ステッ

プの手順を踏むことによって，いかなる研究者でも同一

の類型を構成することができるはずである。

２）クラスター分析による類型繍成法は，直観的な方

法と比較した場合，他の条件が'１１じならば，分析用具と

しての有効性の低い類型をﾄﾞﾙ成してしまう危険性が，相

対的に小さい」これは’分析のために採用される変数の

個数の増力Ⅱによって，諸IlIi性の組合せの数が，幾何級数

的に大きくなる事liIiに関連している。この場合，第１節

で述べたように，とくに砿要度の高い数個の組合せのパ

ターンを，類型として選択し，他の組合せパターンをと

る対象を識別，記述，または比較するための規準として

使用することが，要請される。

クラスター分析による頬型柵成法においては，経験的

対象が比較的とりやすい諸特性の組合せ（すなわち，各

クラスターの，平均値的ないし鎧頻値的な特性の組合

せ）のパターンのいくつかが，重要度の高いものとして

選び出される。この組合せパターンに基づいて，類型が

構成されるわけである。一方，直観的な方法による類型

構成は，どのような組合せパターンがとられやすく、ど

のような組合せパターンがとられにくいかという経験的

データに基づくことなしに行われる。したがって，他の

条件が|可一ならば，ii1〔iiiM的な緬型鵬成法においては，つ

ぎのような危険性が，より大きくなる。すなわち，重要

度の低い組合せパターンを選択することによって，分析

用具としての有効性の|]思い類型を構成してしまう危険性

あでる。
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変数と技法の選定

↓
データ収雌

↓
クラスター分析

個体のグルーピング

よ
り
有
効
な
緬
型
榊
成
へ
の
フ
ィ
ー
ド
。
〈
ヅ
ク

（

↓
ラスター別クロス分析

ラスターの砺特|`l;のI）j砿

ク

(ｲ凶ﾄク 化）

↓
類型｜Ｍｉｌｋ

↓
緬型を使用した分析

＜図１＞クラスター分析による類型構成法

類，変数間の相関関係，IFil体数，個体１１１１の同質性の程度

など）に応じて，もっとも適合的な技法が選定されるよ

うに，配慮しなければならない。

第２ステップ……選定された変数について，データを

収集する。

第３ステップ……収集されたデータを，「クラスター

分析」の選定された特定手法を川いて解析する。解析の

結果，相互に近似性の高いWil体からなる，いくつかのク

ラスターが形成される。

第４ステップ……各クラスターの諸特性とクラスター

間の差異をみるために，クラスタ一別クロス分析が行わ

れる。すなわち，クラスター区分を１個の変数とぷて，

他の変数とのクロス集計を実施する。

第５ステップ……クロス分析によって明確化された．

各クラスターの平均値的もしくは最頻値的な諸特性とク

ラスター間の差異に基づいて，それぞれのクラスターご

とに，類型が構成される。

なお，クラスターの諸特性と類型とは，明確に区別さ

れなければならない。両者の差異に関しては，以下の２

点が重要である。（１）クラスターの諸特性は，操作的

で観察可能なレペルにおいて，統計1Ｗ;折の結果として記

述されるが，類型は，分析的なレベルで，概念１１<1鱗成体

として記述される。（２）純Mを榊成する際には，一定

の分析視点に立って，クラスターの諸特性につぎのよう

な処理が加えられる。すなわち，ｉ）重要度の高い特性

を強調し，ｉｉ）重要度のきわめて低い特性を捨象しiii）

相互に関連が強いと解釈される複数の特性を概括する，

というような処理である’

第６ステップ……このようにして榊成された類型を，

３．クラスター分析の手法

クラスター分析としては，これまで数多くの手法が考
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く表１＞Ｍ１雌および類似l典のｌＨｌＷ１

3５

案されてきている8)。本節では，そのな

かから，狐型榊成に利用する場合に，比

較的有効と思われる幾通りかの手法を選

んで，紹介したい。ここで解説される諸

手法は，３個のグループ（すなわち，①

閾値を設定する手法，＠階凧的手法，③

分割の妥当Wl;の指標を使用する手法）に

分けることができる。以下，ｌＩｎを追って

紹介していこう。

なお，いかなる手法においても，デー

タとしては，汐個の変数に関する，夘個

の個体のi１１'|定値が与えられているものと

し，各測定値をｚα`(α＝１，２，…,〃：ｉ＝

１，２，…,ｐ）と表わす。このｚｎｆは，必

ずしも原データまたはその標準化された

ものに限定されない。むしろ成分得点，

因子得点（Ｒ技法)，因子負荷{Ilr（Ｑ技

法)，林式数鐙化理論第Ⅲ類または第Ⅳ

類の手法によって付与される数値などが

使用される場合が多い。

また，大部分の手法においては，個体

間の距離または類似度の計算が行われ

る。表１，)は，比較的多く利用される距

離または類似度の指標を，整理したもの

である。

初めに，ＭＭｌｉｌＩ(tl]resholdvalue）を設

定する手法について，紹介しよう。ここ

では，グリーン(P.Ｅ・Green）の手法'0)，

スニース（P・lLSneath）の「単一連結

法」（single］inkagemethod)'１)，ウィ

シャート（D､Whishart）の「モード分

析」（modeanalysis）の，３つの手法を

とりあげることにしたい。

１）グリーンの手法は，以下の手順で

行われる。①閾値Ｄが，研究者によっ

て任意に決定される。②すべての個体相

互間の距離ｑｒ,,βを計算する。③距離が

岐小の２１M1体によって，クラスターＣ，

を形成する。④Ｃｌの重心，および，残

りの個体それぞれの，Ｃｌの重心からの

距離を計算する。⑤Ｃ，に所属していな

い個体のなかで，Ｃ，の重心からの距離

が最小のものを，Ｃｌに所属させる。⑥

以上の④⑤の手順を反復し，Ｃｌの個体

机

(/"β2＝Ｚ“ｉ－`'，,，j)翌
Ｕ＝ｌ

また'よ

"圏=岩皇(…,。
ｐ

`"β2＝ＺＡｆ(錘"j-1.脚)２
Ｚ＝１

ルz：定数

ｐ（⑰伽ガー鞠`)２
`鋤β2＝Ｚ－－－

Ｌ＝】Ｓｚ２

罪=☆=…),
縁,=-L乞呼

〃α＝１

`"β2＝い－鉦β)'Ｚ－１(.z,"－鉦β）

勿禰＝“1ｍ聾｡2,…,､`,幻)’

毎＝(毎ｍ盃2,…,缶p),

ｚ=告ib(鋤一遍ﾙ卿一歴）
ｆ【＝１

`帆=半(0-1型ﾃﾞｰﾀ）
ね

ｂ＝Ｚ鉱`感(１－釘β`）
ｆ＝１

７〕

‘＝囚（１－鉦蝋`”β‘
ｉ＝１

`噸=ｉ(錘揃一遍`)(埜二z，)し=ヵＳｄ２ｉ＝１ t＝1

節ａｆ－ｊＵｔ

ｚ側#＝－百丁一

ｐ

Ｚ(z"j-冒術)(ｚｌｉｆ－盲β）

厩F広_Ⅶ(…ラ

ガー１ ，＝I

SM,=半(0-'j'iI1ﾃﾞｰﾀ）
〃

α＝Ｚ錘"‘錘βｉ
ｆ＝１

刀

ゴーＺ（１－錘"#)(l-xpf）
ｉ＝１

PⅧ'=戸;干了（0-'型ﾃﾞｰﾀ）

（１）ユークリッド距離’

(２）

(３）荷重ユークリッド距離

(４）標準ユークリヅド距離

(５）マハラノピスの汎距離

(６）２進法ユークリヅド距離

ご"瀝郎（７）個体ＩＭＩ積和

(８）個体間相関係数

致係数 (９）

類 似 (10）比
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によって，(Ji意に決定される。ただし，Aは正の繋数

であり，３，４，５などの数値が選定されることが多い。

②すべてのIlisl体相互間のljlI雛‘"βを計算する。③各個

体(（ごとに，〔Uを１－１J心として，半径Ｄの超球面内に入

る，α以外の個体の数を調べる。個体数がん以上なら

ば，αを「稠密点」（densepoint)，A未満ならば，αを

｢非稠密点」（non-densepoint）と呼ぶ。④稠密点のみ

を単一連結法と同様の手Ⅱ頂で連結し，クラスターを形成

する。（①から④までの手順を，ルーlとして行う場合

には，単一連結法と同一の結果になる｡）⑤非稠欝点の

なかで，もっとも近い稠密点との距離がＤ以下のもの

を，その稠密点が所属しているクラスターに入れる。こ

の段階におけるクラスターを，「核（nuclei）レベル」の

クラスターと呼ぶ。⑥残りの非稠密点を，それぞれ，も

っとも近い稠密点が所属しているクラスターに入れる。

この段階におけるクラスターを，「完全(complete）レベ

ル」のクラスターと呼ぶ。

図２のデータを’ん＝３として，以上の手||頂を踏んで

処理してみよう。まず③で，６，７，１３番を除く各個体

が，稠密点になる。つぎの④で，１番から５番までの

個体によって，クラスターＣｌが，また８番から１２番

までの個体によって､クラスターＣ２が形成される。そ

して、⑤では，６二番がＣ１，７番がｑに，さらに⑦

では，１３番がＣ２に入れられる。

つぎに，階層的手法（hierarchicalmethod）につい

て，紹介しよう,階層的手法にもさまざまな種類がある

が，大別すると，２つの系列に整理される。一方は，す

べての個体が１個のクラスターに所属している状態から

111発し，クラスターの分割（partition）を反復していく

手法である。もう一方は，すべてのクラスターが，それ

ぞれ１個ずつの個体によって形成されている状態から出

発し，クラスターの融合（fusion）を繰り返していく手

法である．

後者の系列に属する手法は，きわめて数多く考案され

ており，しかも，広く普及しているものが多い。ここで

は，そのなかから，ラソス（G､NLance）とウィリア

ムズ(ＷＴ､Williams）の「組合せ手法」（combina‐

tionalmethod)'3）と，ウィシャートの「階層的モード

分析」（hierarchicalmodeanalysis)'4〕をとりあげるこ

とにしたい。

４）ランスとウィリアムズの「組合せ手法」は，以下

の手１１便で行われる。①すべての佃体相互間の距離心β

を計算する。②初めは，すべてのクラスターが，それ

ぞれ１桐ずつの個体によって形成されているので，クラ

3６

数をふやしてゆく。⑦もし，Ｃｌの垂心と，Ｃｌに所属し

ていない個体との距離の最小値が、を越えたならば，

反復を停止する。③Ｃｌに所属していない個体のなかで，

距離が最小の２個体によって，クラスターｑを形成し，

④⑤⑥⑦の手順を反復する。⑨すべての個体が，い

ずれかのクラスターに所属するか，あるいは，どのクラ

スターにも所属していない個体間のMｴ雛の股小値が、を

越えるまで，同様にして，Ｃ３，Ｃ4,Ｃ5,…を形成していく．

２）スニースの「単一連結法」は，以下の手順で行わ

れる。①閾値、が，研究者によって任意に決定される。

②すべての個体相互間の距離`ｎ５を計算する。③`川β≦Ｄ

であるような個体〔ビとβを，すべて連結する｡④直接

的もしくは間接的（すなわち，他の個体を介して）に連

結されている個体のあつまりのそれぞれを，クラスター

とする。

３）ウィシャートの「モード分析」は，単一連結法に

たいする批判から生まれたものである。彼の論点を，図

を用いて述べてみよう。図２は，１３個の個体があり，

--￣￣｡
￣､

へ

‐-－￣～。

'

〃

/づさ
1２１１

。「
、

、 '

－．－－－．－ 七一一一一一

●

１３

＜図２＞鎖効果

そのうち１２個が，単一連結法によって１個のクラスタ

ーを形成している状態を，示したものである。１３個の

点は，それぞれ･個体を表わすものであり鉦個体１３番の

みは，クラスターに所属せずに孤立している。よくみる

と，個体２番を中心とする「かたまり」と，個体９蒲を

'''心とする「かたまり」があることが，理解されるであ

ろう。したがって，１番から１２番までの個体によって，

１個のクラスターが形成されている状態よりは，１番か

ら６番までの個体によって，クラスターＣ，が，また７

薪から１２番までの個体によって，クラスターＣ２が形

成されているという状態の方が，望ましいわけである。

しかし，単一連結法を利用すると，６番と７番の連結に

よって，ＣｌとＣ２が融合されてしまう。このような効

果を，「鎖効果」(chaineflect）と呼ぶ。「モード分析」

は，鎖効果を抑止するために，考案された手法である。

「モード分析」は，以下の手順で行われる①閾値、

および「密度閾値」(densitythreshold)んが，研究者



￣

社会学的類型榊成の計量的方法 3７

スター数は〃Iihlである。〃１，Wのクラスターのなかで，

距離Ｄ/０が最小のクラスターＣ/とＣｕを融恰rする。

クラスター数は（'2-1）桐になる。③同様にして，ク

ラスター数が１個になるまで，融合を反復する。

組合せ手法においては，クラスタ－ｏｚとｃＬが融合

してＣ,が形成される場合に，他のクラスターＣＪとＣ９

との距離Ｄ/，を，融合前の、'九,ＤＪｚおよびＤｈｚだけ

から算出する。個体間距離としてユークリッド距離を使

用する場合には，Ｄ〃の計算式として，以下のような２

通りが考えられている．

Ｄ/，＝α,１，J九十αLDJU＋DDhz＋Ｃｌ、/九一ＤＪｚｌ（11）

、/02＝aADﾉﾊ2＋αzDJU2＋b､'`U2＋ｃｌＤｍ２－Ｄﾉハ（12）

ここで，α几,αL,ｂ,ｃはすべてパラメーターである。

ラソスとウィリアムズは，パラメーターを変えること

によって，つぎの６種類の組合せ手法を導出した。すな

わち，ｉ）最近隣法（nearestneighbormethod)，ｉｉ)最

遠隣法（furthestneighbormethod)，iii）メディアソ

法（medianmethod)，ｉｖ)重心法（centroidmethod)，

v）グループ平均法（group-averagemethod)，ｖｉ）ＴＩＩ

変法（flexiblemethod）という，６通りの手法である。

ここでは，それぞれについて，簡単な説明を加えるにと

どめておこう。なお，ｉ）ii)iii)においては（11）式が，

またiv)ｖ)ｖｉ)においては，（12）式が使用されている。

ｉ）最近隣法においては，（11）の係数として，α'`＝ｐＵ

－÷b=q`=一十が選定され，

町,=ﾅ吻喘､'`-ﾅ|､"FD'`｜

‐|:淵隠jil:菫｜⑬
となる。したがって，クラスタ一間の距離、ノリは，そ

れぞれのクラスターに所属する個体間の距離の最小値，

すなわちMin.{Qr化ｉｐｌａＥＣＪ,βＥＣ,｝である。

ｉｉ）最遠隣法においては，（11）の係数として，α'`＝ａｌｌ

=÷`=Q`=;が選定され，

〃,,=:p"+きり"十十'｡"-",`’

‐|::臆蹴:｜’皿
となる。したがって，クラスタ一間の距離Ｄﾉﾘは，そ

れぞれのクラスターに所属する個体間の距離の妓大値，

すなわちMax.(`L,β|αＥＣ/,βＥＣＯ｝である，

iii）メディアン法においては，（12)の係数として，α几

="=÷ﾙｰ-÷`=oが選定され

、"=;､"‘十十､“`一十ｍ′ （15）

となる。したがって，この手法では，ＣＤの代表点とし

て，Ｃハの代表点とＣｌの代表点との中点がとられるわ

けである。

ｉｖ）重心法においては，クラスタ－Ｇt,Ｃｌ,ＣＤに所属

する側体数を，それぞれ〃ルフル〃ｐ表わすとき，（12）
〃几

の係数として,`－α`=型,`=-鶚`=oが〃Ｕ 〃,

選定され，

、`,譽=券､''什器｡"饅一等必慶（'6）
となる。したがって，クラスタ一間の距離は，それぞ

れのクラスターの重心間の距離である。

ｖ）グループ平均法においては，（12）の係数として，
〃ん

αh＝－，αz＝-22L’６＝c＝０が選定され，
〃０,ｚｐ

ｐ',鰹=器p'艤十器p'′ （17）

となる，この手法では，クラスター|則の距離は，それぞ

れのクラスターに所属する胴体間の距離の平均である。

ｖｉ）可変法は，（12）で，α九＝α１１，６＜１，ｃ＝０，α"＋αｕ

＋b＝１ととることによって，融合後の空間密度を制御

しようとする手法である』すなわち，６の値が１に近づ

くほど空間が濃縮され，また６の値が負になれば，空

|則の拡散が起こることになる．

このように，一口に組合せ手法といっても，さまざま

な種斌があるわけである。

５）ウィシャートの「階層的モード分析」は，前述の

｢モード分析」を，階層的なアルゴリズムに直したもの

である。「モード分析」においては，閾値Ｄと密度閾値

たがともに固定されていたが，「階層的モード分析」で

は，ルの値のみを固定しておいて，Ｄの値を逐次的に大

きくし，稠裕点の胴数を増してゆく，という工夫がなさ

れている。クラスターは稠密点のみによって形成される

ものであり，またクラスター間の距離は，それぞれのク

ラスターに所属する稠密点間の距離の最小値と定められ

ている□

「階層的モード分析」は，以下の手Illriで行われる。①

裕度閾値たが，研究者によって，任意に決定される。

ルー１として行えば，最近隣法と同一の結果になる。②

すべての個体相互間の|i1コ離必βを計算する。③各個体

(ビごとに，（［から虎番'二Iに近い個体との距離をＥ、(α）
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なかの最近|騨法を用いて，クラスターが１個になるま

で，融合を繰り返す。

なお，階層的手法においては，個体の融合過程が，図

３のような樹形図（dendrogram）として表現される。

６）さいごに,分割の妥当性の指標を使用する手法を紹

介しよう。この手法は，フリードマソ(Ｈ､Ｐ・Friedman）

とルーピソ（J､Rubin）によって展開されているもので

あり'5)，つぎの４つのステップから成り立っている。①

クラスターの胴数打zが，研究者によって任愈に決定さ

れる。②刎個のIiIil体を〃2個のクラスターに分剛する場

合の，分割の妥当性の指標を設定する．③なんらかの

方法で，泥個の個体を沈個のクラスターに分割して，

分割の初期状態とする。④初期状態から出発して，分

fl1llを変化させ，試行鱗誤的に改良していく。すなわち，

変化させる度に指標を計算し直して，指標の値ができる

だけ大きく（または小さく）なるような分割の状態を追

求する。

以下においては，まず３種類の指標（すなわち，ｉ）ｔｒ

Ｗ；ｉｉ）｜ＴｌⅡＷ|，iii）ｔｒＷ－１Ｂ）について解説し，つ

ぎに，試行錯誤的に分割を改良していくための３通りの

手法（すなわち，ｉ）丘登り法，ｉｉ)強iliIl移動法，iii)再配

泄法）を説明しよう。

ここで，全変動（偏差平方和・積和行列）をエクラ

スター間の変動をＢ，クラスター内の変動の和をＷと

表わすと，

Ｔ＝Ｂ十Ｗ（18）

の関係がある。クラスターＣ化内の変動をＷい）とすれ

ば，Ｔ､Ｂ,Ｗ;Ｗ(ん）は，すべてｐｘｐの行列である。こ

こで，

Ｔ＝(/"）β＝(６〃）
万Ｌ

ｗ=(`('ﾎﾞﾉ)＝Ｚｗ(k）ｗ(胸)＝(〃'ｊい)）
ん＝１

と表わし，クラスターＣ脆の個体数を〃恥変数３１こつ

いての総平均値を動，変数ノについての，Ｃと内の平均

値を動(ん）とすると，各行列の要素は，

、，

ノポノーＺ（錘"`一釘`)(鉦aj-Zj）（19）
α＝1

７１０

ｏﾎﾞﾉｰＺ”ん(毎$(ｋ)－ｒ`)(Ｚｊ(と)－〃j）（20）
ん＝１

ｍ

ｆ``ノー囚沁`ｊ(脳） （21）
ｋ＝１

０U`jい)＝囚（z`Ⅲ`-毎`(わ))(ｴ"ﾉｰ毎j(脆)）（22）
αＥｃｋ

3８

とする。④、の値が小さい順に個体を並べ，ＫＰ(1)，

ＫＰ(2)，…，ＫＰ("）と表わす。⑤Ｈ【）の添字,、を，

対応するＫＰの添字と'７１じものに入れかえる。たとえ

ば，ＫＰ(2)ならばＰＤ(2)とする。⑥Ｄの初期値を

、(1)として，以後⑦⑧⑨の要領で，、の値を逐次

的に大きくしてゆく。ＫＰ(α）として表わされる個体は，

公、(α)≦、のとき，稠密点と呼ばれる。したがって，

ＫＰ(1)，ＫＰ(2)，…，ＫＰ("）の順番で，稠密点になっ

ていく。

⑦さて，ＫＰ((Y－１）までが，Mil鴨点になっているも

のとしよう。すなわち，ＰＤ(α－１)≦Ｄである。ここで，

ｍｍＶとＤＭｎＶの大小を比較する。ただし，１ｺ/VnV

は，次に稠密点になる順番の個体ＫＰ(α）から，允稀ロ

に近い個体までの距離（すなわち，ＦＭＷ＝Ｐ、(()）で

ある。またｍｍｖは，異なったクラスターに所属する

２個の稠密点の最小距離である。⑧RjlmV＞ＤＭｎＶな

らば，Ｄの値をＤｊＭＷまで大きくして，距離ＤＭｎｖ

の２１iMのクラスターを融合し，⑦に戻る。⑨ＨＷＮ＝

ＤＭｎＶならば，、の値をｐＭｎＶまで大きくして，個

体ＫＰ(（【）を凋密点にする。この場合，ｉ）ＫＰ(α）を中

心とする半径ｎMｍの超球面内に柵密点がなければ，

ＫＰ(('１）は単独で111Mのクラスターを形成する。ｉｉ）|i１

超球面内に稠密点が１個だけあるならば，ＫＰ(α）は，

その稠密点が所属しているクラスターに入れられる。ま

た稠密点が２個以上あっても，すべてlilじクラスターに

所属していれば，まったく同様である。iii）|可超球面内

に，所属するクラスターの異なる２個以上の稠密点があ

るならば，それらのクラスターとＫＰ(仇）が，ｌ価のク

ラスターに融合される。これらｉ）ｉｉ）iii）のいずれの場

合にも，⑦に戻る。⑩以上の⑦⑧⑨の手1'１１を，、＝

zの("）になるまで，すなわち，すぺての個体が棚密点

になるまで反復する。⑪すべての個体が稠密点になっ

たときに，クヲスターが２個以上あれば，組合せ手法の

12345(;7８()1Ⅱ11

＜図３＞樹形図

（数字は，各個体を表わしている）
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と表わされる。

Ｔが一定であるから，Ｗを小さくすれば，Ｂは大き

くなる。ところで，それぞれのクラスターが，紺互に近

似性の高い個体によって形成されるようにするために

は，Ｗを小さくしなければならない。このような見解

に基づいて，フリードマソとルービンは，つぎのような

指標を提案している。

ｔｒＷ→Ｍｉｎ． （23）

鵠→M塾塾 （24）

ｔｒＷ=１Ｂ→Ｍａｘ． （25）

このなかで，｜Ｔｌ/ｌＷ１は，ウイルクス（S・Wilks）の

」統計量の逆数である』計算のlHi宜のために，代って

log(|Ｔｌ/ｌＷＤが使)|]される場合が多い。

以上のような指標を設定したならば，指標をできるだ

け大きく（ｔｒＷの場合のみ，小さく）するような分割

の状態を，追求しなければならない。理想的な手法は，

冗佃の個体を沈個のクラスターに分りＨ１するときに，Ｔ１１

能な分割状態をすべて試みて，それぞれの場合について

指;標を計算し，岐良の分;1111状態を選び出すことである。

しかしこの手法では，個体数〃がやや大きければ，天

文学Ⅲ<)計算時Ⅱ１１を費す結果になる。したがって，最良の

分割に近い状態に到達するために，試行錯誤的に分割を

変化させて，指標ができるだけ大きく（または小さく）

なるような状態を求める手法が開発された。それが，つ

ぎに述べる丘登り法，強制移動法および再配置法であ

る。

ｉ）丘登り法（hill-climbingpasses)の手順は，以下

の通りである。①適当な分割を初期状態として与え，

指標の計算を行う。②各個体を，それが所属している

クラスター以外の各クラスターに移動させ，そのつど折

標を計算する。③もしも，どのクラスターに移動させ

ても，指標のＩＩＴが改良されなければ，もとのクラスター

に入れたままにしておく。改良されたならば，股良にな

ったときのクラスターに所属させる。④どのように佃

体を移動させても，指標が改良されることはないとい

う状態に到達するまで，すべての個体について，②③

の手llljiを反復する。

ｉｉ）強制移動法(forcingpasses)の手MIiは，以下の通

りである。①適当な分FlIllを初｣01状態として与え，指標の

計算を行う。②クラスターＣｌに所属している個体のな

かで，Ｃｌの重心からもっとiMlli雛の遠い個体αを，Ｃｌ

以外のクラスターで，（［からもっとも近い垂心をもつも

のへ移励させる。③移動の度に，各クラスターの重心，

クラスター内の分散・共分散行列個体と重心とのマハ

ラノピスの汎距離，および分割の妥当性の指標を，計算

し瞳す。④以上の②③の手順を，Ｃｌに所属する個体

が１個になるまで反復する。⑤指標の値がもっとも改

良されたときの，分割の状態に戻す。⑥lil様の手||風を，

Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃ、について反復する。

iii）再配置法(reassignmentpasses)の手順は，以下

の通りである。①適当な分割を初期状態として与え，

折慨の計塊を行う．②各クラスターの重心，分散･共分

散行列，および個体と重心とのマハラノピスの汎距離を

計算する｡③各佃体を，もっとも近い重心をもつクラ

スターに所属させる。このとき，強制移動法と異なっ

て，②のそれぞれの値を固定し，個体が移動しても計

算し直さない。④すべての個体について，③の手順を

反復する。⑤指標の計算を行う，⑥以上の②から⑤

までの手１１脚を，指MHの値が改良されなくなるまで繰り返

す。

なお，フリードマンとルーピソは，丘登り法，強制移

動法，および再配低法を，組合せて反復試行するように

捉llHしている。

この手法においては，クラスター数沈が，研究者に

よって圧戯に決定されなければならないことが，ひとつ

の限界になっている。しかし，多数のクラスター分析の

手法のなかでも，もっとも繊密に展開されているものの

－つであり，類型枇成の|]的でクラスター分析を利用す

る場合にも，きわめて有効な手法であろうと考えられて

いる。

４・クラスター分析による類型構成の事例

iijt後に，クラスター分析による類型構成法を，フィー

ルド調査のデータに適用した事例を紹介しよう。本節で

とりあげる調査研究は，「消費者生活体系と広告構報」

というタイトルのもとに，筆者らを含む６名の共同研究

として行われたものである'の｡調査の基本的狙いは,消費

渚の生活体系が異なれば，情報探索行動と広告にたいす

る態度にDMして，いかなる差異が生ずるであろうか，と

いう点を明らかにすることにあった。われわれは，一連

の綱査結果の集計・分析作業の最終ステップとして，数

仙の生活体系類型を構成し，各類型に特ｲjな情報探索行

動と広告にたいずろ態度のパターンを確定することを試

染た。以｣1のような事情により，この調査研究は，クラ

スター分析による頬型構成法の好I』|の事例となったので

ある。

なお，ここでいう「生活体系」概念は，主体の生活平
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ここで，本調査における，生活体系の顛型職成の分析

ステップを，簡単に税Ⅲ]しておこう。図４にみられるよ

うに，頬型榊成にいたる集計・分析の手続きは＄大別し

て，つぎの４つのステップから成り立っている。

第１ステップ……生活体系諸変数を，林式数量化理論

第Ⅲ類の手法を用いて解析し，生活体系の避本的軸を

臓成する'8)。

第２ステップ……数量化Ⅲ類の手法によって，それ

ぞれの軸ごとに，各サンプル（調査対象）に付与された

数値をデータとして，クラスター分析を行う。解析の結

果，数個のクラスターが形成され，各クラスターは，相

互に近似した「生活体系プロフィール」を持ったサンプ

ルのあつまりとなる。

第３ステップ……サンプルのクラスター区分と，生活

体系変数および世帯特性とのクロス集計を行う。集計結

果を分析して，各クスターの化活体系の諸特性と，クラ

スター''11の差異を明確化する。

第４ステップ……各クラスターの統計的諸特性の検討

を通じて，クラスターごとに「生活体系類型」を構成す

る。

なお’当然のことながら，第１ステップから第３ステ

ップまでは，コンピューターによる処理をともなう。計

iHll機械は，ＩＢＭ３６０およびＧＥ６３５を使用した。

本調査では，第１ステップから第４ステップまでの分

析が，並行して２通り行われた。これは，雛１ステップ

において，数量化Ⅲ類の手法を用いて解析されるため

のデータが，２組作成されたことによる。以下の論述で

は，まず数量化Ⅲ類の解析結果を簡単に紹介し，つぎ

にクラスター分析を用いて櫛成された各類型について，

説明を力Ⅱえることにしたい。

数jjl化Ⅲ類の解析のためのデータは，つぎのような

要領で，２組作成された。まず，質問紙に採)１１された生

活榊造変数と生活意識変数のなかから，とくに代表的な

ものと思われる２３変数が選択され，それぞれの変数に

ついての，各サンプルの測定値が，解析用データとして

まとめられた。つぎに，とくに生活意識に焦点を合わせ

ることによって，１９個の生活意識変数が選択され，各サ

ンプルのil1l1定値がまとめられた。以下では，IMI者をＸ

案，後調をＹ案と呼ぶことにしたい。解析用データが

2組も作成されたのは，われわれの使用した数量化Ⅲ類

のコソピューター・プログラムの制約上，質問紙に採用

された'|;活体系変数のすべてを，同時にインプットでき

なかったためである。

Ｘ案．Ｙ案のそれぞれについて，数量化Ⅲ類の手法

社会学研究科紀要4０

面と行励髄域への，「システム」概念の意識的jlKil1Iから

生まれたものである。複合概念としての「生活体系」に

ついては，さしあたり，簡単につぎのように定義してお

こう。

「生活体系」とは，４つの機能的諸領域（すなわち，

①適応，②目標達成，③統合連帯，④パターン維持

と緊張処H1!）と，３つの|脚成要素（すなわち，①生活榊

造，②生活意識，③生活行動）との相互依存的なサブ・

システムから構成される複合体であって，周期的に反復

される安定したリズムをもち，日々，週，月，年，ある

いは一生を通じてのサイクルとなって現われる，均衡持

続の個性を示すシステムである。生活体系の形成･維持・

発展のためには，①環境への適応(生活資源の痩得と欲

求の触発・解消をも含む)，②生活に|標の設定と達成，

③統合の形成と維持、④価値・規範の内面化の保持と

緊張の処理，の４つの機能'1勺緊張事態（functionalex‐

igencies)が，日々，週，月，年ごとに解決されなけれ

ばならない'7)。

われわれの調査研究においては，「生活体系」概念を，

分析のためのキー概念として設定し生活体系変数６１

(設問数16)－生活構造変数２６＋生活意識変数３５－

が，フィールド調査の質問紙に採川された。なお，｜止帯

特性１９（設川]数5）も，質問紙に組込まれた。世帯特性

は，一般に人口学的要因と呼ばれるものだが，「生活体

系」コンテクストにおいては，生活体系規定要因として

解釈されている。

フィールド調査は，昭禾Ⅱ４５年１０月に，東京柵Ⅱ蝶

区および台東区の428世帯を対象として実施された。調

査方法としては，質間紙による面接調査法を採用し，主

婦もしくは主婦的役割担当者にたいする面接を通して，

対象世帯に関する情報を得ることにした。

生活体系類mMの棚成

＜図４＞生活体系類型の構成手ｌｌＩＨ

林式数fii化理論跡IⅡ願によるⅢ

生活体系変数の解析

↓
クラスター分析による
サンプルのグルーピング

↓
各クラスターと，世Wf特性および

生活体系変数とのクロス集計

↓
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による解析が行われた．「,IIi案ともに第５lIillJまで求めたとる願望が強く，生活|可上の努力をしているか，あるい

ころ，固有値が高く，かつ解釈可能な軸の数とその怠味は，充実した生活にたいする志向が薄弱なのか，という

づけは，つぎのような結果になった。側面を表わす軸である。

Ｘ－Ｉ軸（生活水準)……どの程度豊かな生活を送っＹ－ｍｉＷ１（合理性)……わりきった態度で，生活を合

ているか，また，どれだけ多くの財を保有しているか，理的に営んでいるかどうか，という側面を示す軸と解釈

という側面に関連している。すなわち，消費生活の水準される。

の高低を表わす軸と解釈される。なお，X-Iiiill1とＸ－Ⅱ軸は，Ｘ案の解析によって，

Ｘ－Ⅱ軸（流動性一画定性)……生活が流動的で変化またＹ－Ｉ軸Ｙ－Ⅱ軸およびＹ－ｍ軸は，Ｙ案の

に富んでいるか，あるいは生活が固定的で変化に乏しい解析によって構成されたものである。

か，という側面を表わす軸である。Ｘ案．Ｙ案の数量化Ⅲ類による解析結果のそれぞれ

Ｙ－Ｉ軸（流動性一固定性)……Ｘ－Ⅱ軸と同様な性について，２通りのクラスター分析が行われた。Ｘ案に

格の軸である。よる方をＡグルーピング，Ｙ案による方をＢグルーピ

Ｙ－Ⅱ軸（生活充実志向)……充実した生活にたいすソグと呼んでおこう。計算方法としては，第３節で紹介

く表２＞各クラスターの特性と構成された類型（Ａグルーピング）

クラスターNo.｜世帯特性’生活体系の諸特性｜構成された類型｜典型的イメージ

商工サービス業（自

営)，管理職，自由

業が多く，所得水準

が高い。４０代が多

く，東京出身者・山

の手居住者が多い。

食生活・住生活洋風化度，外出志

向革新性，社交性，高級,品志向

のスコアが高く，堅実性のスコア

が低い。耐久財保有水準が高く，

レジャー費の割合が大きい。

｢富裕洗練型」

･生活水準が高い

.壮年

･洗練された生活

住宅街の開業医

夫婦。裕福で，

スマートな生活

を送っている
Ａ－Ｉクラスター

専門技術職，事務職

が多く，所得水準が

低い。２０代・３０代

が多く，学歴が低

区役所の無気力

職員世帯。元気

がなく，イージ

ー・ゴーイング

な感じ。

｢安直萎縮型」

･生活水準が低い

．青年

･社会的参与度が低

い

.消極ｲｶ，非活動的

耐久財保有水準が低く，また，食

生活・住生活洋風化度，対人関心

度，権威主義(上下関係意識)，社

会的敏感性，計画性，銘柄固定性，

高級品志向などのスコアが低い。

世代間移動アスピレーショソのス

コアの象高い。

A-nｸﾗｽﾀ一’
|い

'
|専門技術職，事務職
P

|が多く，所得水準が |鑿iii;欝
腫の篝い遮

｢軽薄不均等型」

･生活水準が低い

．青年

･社会的参参度が低

い

｡享楽ロウ

･生活体系の均衡が

不安定

食生活洋風化度，外出志向，対人

関心度のスコアが高く，生活目標

では「そのl｣その'｣を楽しく」が

多い。一方，堅実性，計画性，銘

柄固定･性，高級品志向，権威主義

(上下関係意識)，個別主義（義理‘

恩意識）のスコアは低い。

蝋do代ｍ代ｌＡ－Ⅲクラスター

｢保守慎孟狐｜

･生活水準は'１１程度

･中年

･堅実

･保守的

１１１J工場の主人夫

婦。勤勉実直な

頑固者。

所得水準は中程度

で，３０代・４０代・５０

代が多い。下町居住

世帯が多く，居住歴

が長い.

堅実性，計画性，家事愛好度，lldil

別主義（義理・恩意識）のスコア

が高い。一方，外出志向，消費志

向，社会的敏感性，食生活・化生

活洋風化度のスコアは低い。

|Ａ－Ⅳクラスター

に】;二ii三|'…系…,'燗'…造…Ｍ１…徽塗示してい噸い…''１儲す謡



社会学研究科紀要塊12号１９７２

＜表３＞各クラスターの特性と椴成された類型（１）グルーピング）

4２

クラスターNo.｜世帯特性｜生活体系の諸特性｜櫛成された類型｜典型的イメージ

所得水準が低く，地

力出身者が多い。学

歴も低く，年令では

50代が多い。

悴年退職後のピ

ルの守衛夫婦。

ひっそりと暮し

ている感じ。

]lilL新性，達成要求，対人関心度，

社会的敏感性，外出志向，社交性，

iiM１ﾗﾄﾞ11性，滴級品志向，銘IWjlilil定性

などのスコアがすぺて低い゜家計

文１１}額が小さくて，耐久財係ｲ『水

醐kが低く，耐久財要求水ｉＩｌは，そ

れに輪をかげて低い。

｢閉鎖停滞型」

･生活水準が低い

.老年

･社会的参与度が低

い

．消極的，非活動il9

･ライフ･アップ動機

づげが弱い

Ｂ－Ｉクラメター

」
商工サービス業（自

営）が多い。所得水

戦ば，Ｂグルーピン

グ系統のに１１では，股

間である。

｢余裕安定型」

･生活水準が向い

･中年

･生活意識は｢ｌＩ１ｌｊ穏

健､，

老舗の中年主人

夫婦。ゆとりが

あって，藩も藩

いている。

生活迩識について(よ，lIJill1的なス

コアが多く，はっきりした特色が

Zしられない。銘柄間定性，WIjlIi志

lhL家711:愛好度のスコアがｉｉｌｉくて，

〕に新性，社会的敏感性のスコアが

低い，という程度である。しかし，

耐久１Ｍ保方水準は高く，家計･支出
額も大きい。

Ｂ－ｎクラメクー

?【１１:務職,専lW技術職，

笹理職が多く，所得

水準はやや荷い方で

ある。３０代・４０代

が多い。

堅実性，達成要求，計画性，家?!「

愛好度，権威主義(上下関係愈識)，

伽Ｉ別主淡（義理･恩意識)，世代lMl

移肋アスピレーションなどのスコ

アが，いずれも商い。食跳の削合

が大きく，貯蓄志向も大きい。

大企業勤務の中

堅サラリーマン

世ilif。まじめな

マイ・ホーム主

栽老

｢堅実前向き型」

･生活水準は中程度

･壮年

･堅実

･祇極的

Ｂ－Ⅲクフスター

脳獺ｌ
向若夫婦。遊び｜

隣鬼駐;’

｢享楽感覚型」

･生活水準は中程度

･青年

･享楽的

･衝動的

商工サービス業（l÷１

轡)，専門技術職，

事務職が多く，所得

ｸﾄ出志向，消我志向，社交性》社

会的敏感性，食生活・(正生活洋風

化度のスコアが高い。－力，堅突

性，計画性，家事愛好度，鈴柄間

定性，世代間移動アスピレーショ

ソなどのスコアは低く，貯蓄性向

も小さい。

Ｂ－Ⅳクラスタ－
水準は中程度であ’

る。学歴は高く，２０

代が多い。

｢浅慮消極型」

･生活水準が低い

.青年

･社会的参与度が低

い

｡i肖腫的

･合理的

地力出身の無口

なブルー・カラ

ー･パッとしな

い毎日を，淡食

とすごしている

感じ。

20代の単身者世１１１:が

多く，所得水準は低

い。地方出身者・下

１１１J居住者が多く，居

住歴は短かい。

世代|Ⅱ]移動アスピレーショソ，衣

生活洋風化庇（主婦の結蛎式参列

の服装)，堅実性のスコアがBIMい。

一方，権威主義（上下関係愈識)，

個別主義（義理･恩意識)，社交性，

家ﾕＩＦ愛好度，銘柄間定性，筒級品

志向．住生活洋風化皮のスコアは

低い。

Ｂ－Ｖクラスター

｢開放革新型」

･生活水準が問い

･壮年

･社会的参与度が商

い

･応Ii極的，活動lj9

･ライフ･アップ助機

づけが強い

１１r;イドェグゼキュ

ティブ世帯。新

しいものをどし

どしとり入れ，

交際も活発であ

る。

商工サービス業（自

営）が多く，所得水

準は高い。学歴も向

く，年令別では30代

が多い。

ｒｌｌｌ:新性，：社会的敏感性，クトlLlI志向，

iiilll和性，社交性，権威主幾（｣:ａ下

側係意識)，高級,liiu,志向,述成要求，

のスコアがいずれも向く，堅災性

のスコアは低い。食独の割合が小

さくて，レジャー費の制令が大き

い。

Ｂ－Ⅵクラスター
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SDCブヮノＴ/icojTl',（Ａ１〕plcton-Ccnturv-Crofts，1966)．
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10）RonaldE､FrankandPaulEGreen,“Numer‐

icalTaxonomyillMarketimgAnalysｉｓ”ｉｎＪ・
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（AllynandBacon，1968),ｐｐ・’01-126.
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Company，1963),l)pl80-l8L

12）Ｄ､Whiscllart,”.ｃ"、
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（1967),ｐｐ､373-380.

11）Ｄ・Whishart,”.ｃi/、

15）ｌＬＰ・Friedma【ＩａｌｌｄＪ・Rubin，“ＯＩ１Ｓｏｍｅｌｎ‐
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ノl11zc7/cα〃Ｓ/α"ｓｊｉｃα〃lSsDciα/jojz，Vol､６２（1967)，

ｐｐ、1159-1178.

1()）この調迩Wl｢究(よ，71illl秀雄;氾念Ｔ１ｉ業1M団の助成金

｝こより，慶応穫躯大学商学翻教授村川昭治を主管

として，慶大商学部助教授ｉ,'j水猛，地域捌発研究

所主任研究ｎ丁'j:池１１，エー，横浜国立大学経営学部助

手」I1Hlj行彦に2際↑らを加えた，汁６名の共|可研究

として行われたc

l7）「生活(ｲﾋﾞ系」概念に|X]して(よ，吉Ｈ１正昭,村囚昭治，

ジ'二関利iﾘ]共iliii「illj1R\↑行Iuのjlll論」（丸善，1969)輔

４章参照。

18）ｌ;|;式数｣llt化Iiliiiiiiに|j“ては，ルＭＩＩ己夫，樋口伊佐

夫，$Ｉｌｉ１(l勉Jい'Ｗ「ＩｉｉｉＷ１ｌ処nlLと統il数哩」（産業図轡，

1970）ｌ)p､223-350参1M(。

された数種類の技法のなかから，分(!｛Ｉの妥当性の指標と

してlog(|Ｔｌ/lWi）を用いる手法が選択された。データ

には，数量化Ⅲ類の手法によって，それぞれのilM1ごと

に，各サンプルに付与された数仙が使用されたIミクラス

ターの個数に関しては，分析の[|ルル従来の経験，サン

プル数などを考慮して，６１i1,1のクヲスターに分;!;'Ｉするの

が適当であろう，ということに滞ち論いた。

つぎに，ＡグルーピングとＢグルーピングの２辿り

のクラスター区分を，それぞれ一つの変数として，生活

体系諸変数および世帯特性とのクロス采汁を行った｡集

計結果の分析によって，生活体系に閃する朴クラスター

の諸特性と，クラスタ－１M]の蓬典がU11Wi;化された。

こうして明らかにされた各クラスクーの統計.A<」諸特性

のなかから，一定の分析視点に立って，ある総|LIZを強調

し，ある特性を捨象し，机互に|)9迦の強い複数の特性を

概括することによって，各クラスクーごとに「生活体系

類型」が構成された。表２および表３は，各クラスター

の諸特性，鱗成された生活体系瓶型，および各頗型につ

いての具体的なイメージを雌理したものである。

本節で紹介した研究例は，あくまでもささやかな試験

'1()な応用例にすぎない。しかし，表２．表３は，クラス

ター分析による狐型W'↑成法のｲ丁)'１性を，ある程度示'災す

るものと思われる〈，クラスタ-分|i)7の枇極'1(｣利ⅡIによっ

て，社会学における獅型iiili'１'<)アプローチは，主観性と窓

意性の強いものから，より有効なより粘密な方法へと移

行してゆくであろう，というのが，水諭におけるわれわ

れの結論である。
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